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卒業おめでとう。これからも頑張って！

　

３
月
７
日
、
町
内
各
小
中
学
校
で
卒
業

証
書
授
与
式
が
行
わ
れ
、
卒
業
生
た
ち
は

思
い
出
の
学
舎
を
巣
立
っ
て
い
き
ま
し

た
。

　

八
森
中
学
校
で
は
、
卒
業
生
が
少
し
緊

張
し
た
面
持
ち
で
入
場
し
、
校
長
先
生
か

ら
一
人
ひ
と
り
に
卒
業
証
書
を
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。
卒
業
生
と
在
校
生
と
が
言
葉
を

掛
け
合
っ
て
３
年
間
の
思
い
出
を
振
り
返

る
別
れ
の
言
葉
で
は
、
卒
業
生
が
涙
を
流

し
な
が
ら
も
、
力
強
く
声
を
出
す
姿
が
印

象
的
で
し
た
。

　

在
校
生
か
ら
の
温
か
い
拍
手
で
送
ら
れ

た
卒
業
生
た
ち
は
夢
い
っ
ぱ
い
の
希
望
を

胸
に
未
来
へ
羽
ば
た
い
て
い
き
ま
し
た
。

峰
浜
中
学
校
吹
奏
楽
部

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
開
催訪れた人たちを楽しませてくれました

　

３
月
13
日
、
峰
浜
中
学
校
吹
奏
楽
部
に

よ
る
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
が
同
校
体

育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
は
２
部
構
成
で
行
わ
れ
、

峰
中
吹
奏
楽
部
16
人
に
よ
る
演
奏
の
第
１

部
で
は
、「
テ
キ
ー
ラ
」や
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ

な
ど
５
曲
を
披
露
。
能
代
吹
奏
楽
団
と
秋

田
大
学
吹
奏
楽
団
有
志
の
賛
助
出
演
者
を

迎
え
た
第
２
部
で
は
、「
銭
形
平
次
」な
ど

の
時
代
劇
ス
ペ
シ
ャ
ル
や「
太
陽
に
ほ
え

ろ
」な
ど
の
刑
事
ド
ラ
マ
・
テ
ー
マ
集
を
メ

ド
レ
ー
で
演
奏
。　

　

地
域
住
民
な
ど
会
場
に
訪
れ
た
約

２
０
０
人
の
観
衆
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま

し
た
。

学
舎
か
ら
の
巣
立
ち

小
中
学
校
で
卒
業
証
書
授
与
式

卒園おめでとう。楽しい小学校生活が待っています。

　

３
月
25
日
、
町
内
５
つ
の
子
ど
も
園
で

卒
園
式
が
行
わ
れ
、
園
児
た
ち
は
思
い
出

い
っ
ぱ
い
の
子
ど
も
園
を
巣
立
っ
て
い
き

ま
し
た
。

　

岩
館
子
ど
も
園
で
は
、
千
葉
教
育
長

が
５
名
の
園
児
た
ち
に
卒
業
証
書
を
手
渡

し
、
園
児
た
ち
は
い
た
だ
い
た
卒
業
証
書

を
、
お
母
さ
ん
に
あ
り
が
と
う
の
言
葉
を

添
え
て
手
渡
し
て
い
ま
し
た
。

　

卒
園
式
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
八
森
小

学
校
の
秋
元
先
生
か
ら
は
、「
小
学
校
は
楽

し
い
行
事
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
皆
さ
ん
の

入
学
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。」と
お
祝

い
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

お
別
れ
の
言
葉
で
は
、
お
世
話
に
な
っ

た
先
生
方
に
立
派
に
感
謝
の
言
葉
を
述
べ

て
い
ま
し
た
。

町
内
５
子
ど
も
園
で

卒
園
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

３
月
27
日
、平
成
21
年
度
八
峰

町
自
治
功
労
者
表
彰
式
が
八
峰
町

役
場
大
会
議
室
で
開
催
さ
れ
、12

名
の
方
々
に
表
彰
状
と
記
念
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

八
峰
町
誕
生
か
ら
ち
ょ
う
ど
４

年
目
に
表
彰
さ
れ
た
方
は
、固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
、防

犯
指
導
員
、沢
目
財
産
区
管
理
委

員
、自
治
会
役
員
で
長
年
、地
方

自
治
に
貢
献
さ
れ
て
き
た
方
々
で

す
。式
で
は
、加
藤
町
長
が
１
人
ひ

と
り
に
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
呈

し
、長
年
の
功
績
を
た
た
え
ま
し

た
。

表
彰
さ
れ
た
方
（々
敬
称
略
）

●
固
定
資
産

　
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　

水　

木　
　
　

博　

●
防
犯
指
導
員

　

佐　

藤　

克　

實

　

越
前
谷　

賢　

一

●
沢
目
財
産
区

　
管
理
委
員
及
び
参
与

　

木　

藤　

正　

一

●
自
治
会
役
員

　

薩　

摩　

勝　

幸（
石　

川
）

　

伊　

勢　
　

知　
（
石　

川
）

　

福　

士　
　

久　
（
石　

川
）

　

柴　

田　

綾　

子（
水
沢
・
駅
前
）

　

石　

上　
　

清　
（
立　

石
）

　

大　

塚　

博　

美（
立　

石
）

　

橋　

本　

敏　

弘（
浜　

田
）

　

津　

谷　

鐵　

三（
横　

間
）

八峰町自治功労者表彰式

「子ども手当」が平成22年4月からはじまりました

　「子ども手当」は、次代の社会を担う子どもの健や
かな育ちを社会全体で応援する制度です。子どもを
養育している方は、中学校を卒業するまでの子ども1
人につき、月額1万3千円（平成22年度）を受給できま
す。町役場において、受給資格を認定のうえ、お支払
いします。お支払いは、年3回6月、10月、2月で、前月
分までの手当をお支払いします。原則として口座へ
の振込となります。

■申請が必要な場合
●現在所得要件により児童手当を受給していない方
や新学期において中学２年生と中学３年生の方
は、子ども手当を受給するためには役場への申請
が必要となります。

●役場から郵送されます申請書に記載のうえ、健康
保険被保険者証の写しや預金通帳の写しを添付し
てください。

■申請が不要な場合
●現在児童手当を受給している方は、申請手続きが
不要です。（自動的に児童手当から子ども手当に切
り替わります。）

■問い合せ先　八峰町役場福祉保健課福祉係　子ども手当担当　☎76-4608

役場から申請が必要と思われる方には4月中に

郵送でご案内いたしますが、申請が必要であるに

も関わらず、ご案内が届かない方は役場までご連

絡ください。

「子ども手当」ってどんな制度？ 「子ども手当」を受給するためには？


